
増進会の指導システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力を向上させるためには，「繰り返し」学習し，知識を「定着させる」ことが不可欠です。当会の指導システムは，

予習―授業―復習―テストを効果的につなげ，何度も繰り返す独自のシステムです。学校の授業を先取りし，すべて

講師自ら執筆・編集した教科書別，レベル別，目的別のオリジナルテキストを完全消化し，日々の授業で定着度を確

認するテストも実施します。毎回の授業では，予習もチェックするので，自然と家庭での学習習慣が身につきます。

さらに，一人ひとりに対応した復習を強化する復習システム｢Ｓ-ＰＬＡＳ（Shingakukai Print Learning Assist 

System）｣では，単元毎の知識を確認するアタックプリントを実施し，生徒一人ひとりの間違った問題に対応した類題

を集めたブラッシュアッププリントを提示します。集団での競い合いと，生徒一人ひとりに対応した復習システムで

効率的，効果的に成績を向上させます。 

個人別データに

基づく類題演習 

① 継続授業 
学校の授業の一歩先を進みますので，継続授業が学校の授業 

の予習といった側面をもっています。継続授業では必ず予習 

を確認します。分からなかったことを授業で解決します。 

② Ｓ-ＰＬＡＳ 
アタックプリントを家で解いて，次回授業時に提出。 

さらに一人ひとりの間違えた類題を集めた名前入りの 

プリントで弱点を重点的に克服します。 

③ 講習会（春・夏・冬） 
今まで学習した事項をフィードバックしな

がら，基礎事項の再確認と知識の総合的な積み

重ねを図ります。ここでも予習 → 授業 → 復

習のサイクルを組み込んでいます。 

④ 公開テスト 
志望校の合格可能性と日々の学習成

果をフィードバックして，随時チェッ

クできます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会では，学力向上とともに，「自ら努力し，達成の喜びを知る子どもを育てたい」という目標があります。受

験の主役はあくまでもみなさん自身です。自分で目標を定め，課題を克服していく力は，将来のみなさんの成長

に不可欠です。 

当会では Study Planning（学習計画表）を用いて，自ら目標を設定し，その目標を達成するために，どこでど

のような学習をするのかみなさん自身に考えてもらいます。できた計画表をもとに当会講師がカウンセリングを

行い，都度見直しやアドバイスを行いながら「達成する喜びを意欲」に変えていきます。また，中学１・２年生

を対象に年間を通して意欲喚起講座を実施しています。今の勉強は将来どのように役立つのか「勉強の真の意味」

を知ることで，自らの将来を切り開く気持ちを持たせます。この気持ちが学力向上に大きく役立つとともに，将

来，社会でも通用する「本物の学力」をつけたいと考えます。 

① なりたい自分を目指して 

～ 自分の目標を定める。 

② 目標からの逆算 

 ～ 計画を立てる。 

③ 実現に向けた努力 ～ 実行する。 

④ 結果の振り返り 

 ～ 成長の実感を確認。 

計画が決まったら，目標の実現へ向けて努力しましょう。

予定通り進んでいるかどうかを講師が定期的にチェックし

ます。 

結果の振り返りを講師と

共に行います。上手くいっ

た点は？上手くいかなかっ

た点は？全てが次の目標へ

と繋がっていきます。 

まずは目標の設定から始めます。第

一志望校合格という長期的な目標から

今月の目標，テストの目標，長期休暇

中の目標など，中～短期的な目標へと

落とし込んでいきます。 

     では，その目標の実現へ向けて，    

 「いつ」「何を」すればいいのでしょうか。 

カウンセリングを交えて，生徒と講師が一緒 

にアイディアを出し合います。 


